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１．研究計画の概要 

(1) 培養皮膚移植による重症熱傷の治
療は広く実施されているが、感染創に対す
る生着率は低い。培養皮膚の抗菌活性を改
善することにより生着性を改善し、重症熱
傷の救命率を向上することが期待できる。 

(2) 本研究では、 2種類の抗菌ペプチド
（HBD-3および hCAP-18/LL37）遺伝子を、
組み換えウイルスベクターを用いてヒト
培養表皮細胞・線維芽細胞に導入し、遺伝
子導入細胞を用いて広い抗菌活性を持つ
培養皮膚を作製することである。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1) LL37は、緑膿菌標準株および多剤耐
性緑膿菌（MDRP）に対して抗菌活性を示し、
塩濃度に影響され難いことを確認した。 
(2) hCAP18/ LL37c-DNAをクローニング
し、組み換えアデノウイルスベクターを作
製した。同ウイルス感染細胞には導入遺伝
子の発現が確認され、培養上清は緑膿菌標
準株に対して殺菌的抗菌活性を示した。 
(3) 上記 hCAP-18/LL37遺伝子と HBD3遺
伝子をタンデムに連結したものを組み換
えたアデノウイルスベクターを作製した。
同ウイルスを細胞株へ感染したところ、
hCAP-18/LL37遺伝子および HBD3遺伝子が
同時に発現していることが確認された。 
(4) 現在、上記(3)のウイルス感染細胞
からの抗菌ペプチドの分泌、培養上清の抗
菌活性を確認中である。 

 

３．現在までの達成度 

 ②概ね順調に進展している。 

理由：各組み換えウイルスベクターを作製し、
これを用いて細胞株に遺伝子導入を行い、導

入遺伝子が発現することを確認している。in 
vitro の研究は、期間内に概ね終了すると考え
られる。 

 

４.  今後の研究の推進方策 
(1) 本年度は、既に作製した組み換えア
デノウイルスベクターにより、ヒト培養
表皮・線維芽細胞へ hCAP18/LL37 遺伝子
および HBD-3遺伝子を同時導入し、細胞
からの活性型 LL37、hBD3 の分泌を確認
する。また細胞培養上清の抗菌スペクト
ラムを計測する。 
(2) 上記が順調に推移すれば、さらに in 
vivo において培養皮膚の抗菌性向上を
確認する予定である。 
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